






要約:我々は,既に,二種類の組織非特異型アルカリホスフｧターゼ遺伝子内 PCR-RFLP を指

標とした乳児型低ホスファターゼ症の出生前診断法(診断可能率 61%)を開発した。今回,診

断可能率を高めるために,肝型第1エキソン近傍Alu配列の多型性の検出を,PCR-SSCP法で

検討した。本症 4家系(13 例)では対象とした Alu 配列(Alu-1)内に SSCPは検出されなかっ

た。PCR-SSCP 法の設定条件の検討が今後の課題である。 


